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未来構想レター 
一般社団法人未来構想会議 

-Forum on Future Vision- 

2025 年 12 月 1 日号 
 

 ぜひホームページ https://ffv.jp/を訪問してください。 

 

さまざまなしがらみから解き離れた観点から、独立のシンクタンクとして大胆に社会に提言を行い、SDGs の達成と

持続可能な開発の構築に向け活動を行います。未来構想レター（202５年 12 月 1 日号）をお届けいたします  

慶事  

 

冒頭、富田茂之副理事長による開会の挨拶の後、更田豊志氏

のご講演を頂きました。更田氏は、原子力事故の歴史と福島

第一原発事故の現状、そして廃炉に向けた取り組みについて

詳細な説明を行いました。 
講演の要約 

原子力事故の歴史と福島第一原発事故の概要 
更田氏は、原子力事故の歴史について説明しました。1948 年に初めて炉心が溶けた事故が発生し、その後、

1979 年のスリーマイル島事故、1986 年のチェルノブイリ事故、2011 年の福島第一原発事故と続きました。

スリーマイル島事故は、運転員の違反と判断ミスが重なって発生し、チェルノブイリ事故は設計不良と規則

違反が原因でした。福島第一原発事故は津波による共通要因故障が主な原因でしたが、事前の対策が不十分

だったことも指摘されました。更田氏は、原子炉が停止しても崩壊熱により発熱が続くこと、特に金属の酸

化反応熱が炉心を急速に溶かす原因となることを説明しました。また、水素爆発のメカニズムについても触

れ、建屋の爆発は予想外だったことが述べられました。 

 
事故調査・分析の進展と廃炉の現状  

更田氏は、事故調査が当初は高線量のため進まなかったが、約 5 年前から規制庁職員による短時間の調査が

可能になったと説明しました。調査で判明した事実として、四号機の水素爆発は三号機からのベントガスの

逆流によるものであること、原子炉上部のシールドプラグが非常に高い汚染状態にあること、一号機のペデ

スタルのコンクリートが溶けて鉄筋だけが残っている状態であることなどが報告されました。また、国際的

な取り組みとして、13 カ国から 20 以上の機関が参加する FACE という共同プロジェクトが進行中である

ことも紹介されました。現在の廃炉状況については、使用済み燃料の取り出し状況や炉心の状態が号機ごと

に異なることが説明され、特に一号機が最も溶融が進んでいることが指摘されました。 
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１０月３１日 第３０回勉強会 

「廃炉の現状—燃料デブリの取り出しについて」 

講師：更田豊志氏（原子力損害賠償・廃炉等支援機

構（NDF）廃炉総括監、元原子力規制委員会委員長 

ご報告 
増子輝彦理事長 令和７年秋の叙勲にて旭日大綬章を受章いたしました。 

松本千穂理事 11 月 17 日、（医）博文会市里病院が全館開院いたしました。 
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燃料デブリ取り出しの計画と課題 

更田氏は、燃料デブリ取り出しの方法として、当初検討されていた「冠水工法」（水中で作業する方法）と

「気中工法」（空気中で作業する方法）について説明しました。冠水工法は技術的に困難であり、水漏れの

リスクも高いため、気中工法に方針転換したことが報告されました。気中工法では、横からアクセスして現

場でデブリを砕く必要があり、その方法としてウォータージェットやレーザーの使用が検討されているこ

とが説明されました。デブリ取り出しの準備作業には、建屋の解体や新たな施設の建設が必要であり、これ

だけで 12 年から 15 年かかる見込みであることが述べられました。また、取り出したデブリの保管場所の

確保も大きな課題であることが指摘されました。更田氏は、現在の廃炉工程表について、来年末から再来年

初めにかけて見直しの議論ができるよう情報収集を進めていると説明しました。 

 
質疑応答：除染土壌、甲状腺検査、廃炉工程表の見直し 

質疑応答では、鈴木賛助会員が除染土壌の減容化や再利用の可能性について質問し、更田氏は 1000 分の 1

までの減容は考えにくいが、8000 ベクレル未満のものは土木工事等への再利用が現実的であると回答しま

した。また、甲状腺検査については、医学的には事故の影響はないとされているが、検査をすればするほど

通常発見されないような兆候が見つかるという難しさがあることが説明されました。廃炉工程表について

は、増子理事⾧が見直しの必要性を強く主張し、更田氏も来年中に情報収集を進め、来年末から再来年初め

にかけて見直しの議論ができるようにしたいと述べました。また、取り出したデブリの保管場所の確保が大

きな課題であることが再確認され、作業を進めながら同時に保管場所の検討も行う必要があることが議論

されました。 

 
今後の展望と閉会 

会議の最後に、増子理事⾧は廃炉完了予定の時期に自身が 111 歳になることを述べ、その時まで生きて廃

炉の完了を見届けたいという願いを表明しました。更田氏は、廃炉は⾧期戦になることは間違いないとしつ

つ、5 年ごとや 10 年ごとに計画を見直す仕組みを制度に組み込むことの重要性を指摘しました。また、内

部調査を進めることの重要性や、今後予定されているドローンによる調査への期待についても言及しまし

た。勉強会は和やかな雰囲気と同時に真剣な話し合いをもって終了しました。 

 
菊島大二郎・同機構執行役員、池上三六・同機構執行役員 廃炉総括グループ長 廃炉等技術委員会事務局長
が同席。増子輝彦理事長、富田茂之副理事長、生貝健二監事、堀口富美子個人会員、木許はるみ・毎日新聞
社編集局くらし科学環境部記者が出席。鈴木幸雄賛助会員、関信行個人会員が ZOOM で参加。 

 

 

入澤優公理事 当（一社）未来構想会議理事をお務め頂いておりました医療法人社

団日新会理事⾧ 入澤優公理事が去る令和７年９月４日ご逝去されました。ご冥福を

お祈り申し上げます。 

河村建夫会長御令室 当（一社）未来構想会議河村建夫会⾧御令室が、去る令和７

年１１月１３日ご逝去されました。謹んで哀悼の意を捧げます。 

訃報 

未来構想会議ホットライン（年末年始休業 12/27～1/4） 
（一社）未来構想会議に対するご意見・ご要望をお寄せください 
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